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あがつま
『わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝であ

る。人がわたしにつながっており、わたしもその

人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。

わたしを離れては、あなたがたは何もできないからである。』

（ヨハネによる福音書１５章５節）
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こ

の
賛

美

歌

は
、
感

謝

祭
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サ
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ク

ス

ギ

ビ

ン

グ

デ

イ

）

の

歌

と

し

て

、

ア

メ

リ

カ

で

広

く

愛

唱

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

も

と

も

と

は

、

一
六

世

紀

末

の

オ

ラ

ン

ダ

で

、

ス

ペ

イ

ン

の
支

配

か

ら

解

放

さ

れ

た

オ

ラ

ン
ダ

の

人
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が

歌

っ
た

と

言

わ

れ

る
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で
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。

ア

メ

リ

カ

で

は

十

一
月

の

第

四

木

曜

日

に

祝

わ

れ

る

感

謝

祭

は

、

〝
建

国
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感

謝

祭

と

言

え

る

よ

う

な

雰

囲

気

を

持

っ
て

い

ま

す

。

セ

オ

ド

ア

・
ベ

イ

カ

ー

（1851-1934
）

と

い
う

音

楽

学

者

が

こ

の

歌

を

収

穫

感

謝

日

の
賛

美

歌

と

し

て

翻

訳

し

ま

し

た

。

こ

れ

が

ア

メ

リ

カ

の

人

々

に

熱

烈

に

支

持

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

語

の

歌

詞

は

、

一
九

〇

二

年

に

ジ

ュ
リ

ア

ー

・
バ

ッ

ク

・
キ

ャ

リ

ー

（1882-1963

）

に

よ

っ

て

創

作

さ

れ

た

歌

詞

を

翻

訳

し
た

も

の
で
す
。

ア

メ
リ

カ

の
感

謝

祭

は
、

信

仰

の
自

由

を

も

と

め

て

ア

メ
リ

カ

に

渡

っ
た

人

々
が

、

厳

し

い
冬

に
約

半

数

の
命

を

落

と

し
な

が

ら

も

、

先

住

民

の
助

け

に

よ

っ
て
開

拓

を

進

め
、

そ
う

し

て
迎

え

た
最

初

の

収

穫

の
秋

に
、

先

住

民

た

ち

を

招

い
て
収

穫

を
祝

っ
た

こ
と

が

そ

の

始

ま

り
だ

と

さ

れ

て

い
ま

す

。

一

方

で
、

ア

メ

リ

カ
先

住

民

た
ち

に

と

っ
て

の
感

謝

祭

は
、

こ

の
日
を

境

に
先

祖

達

の
知

識
や

土

地

が

移

民

達

に
奪

わ

れ

た

、

「
大

量

虐

殺

の
始

ま

り

の
日
」

と

さ

れ

て

い
ま

す
。華

や

か

に

見
え

る
歴

史

の
裏

側

に
、

目

を

背

け

た

く

な

る

よ
う

な

凄

惨

な

歴

史

も
存

在

し

て

い
る

こ

と
を
思

い
ま
す
。
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